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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】望ましくない植生を防除するための組成物を提供する。
【解決手段】（ａ）２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン塩（２，４－Ｄコリン）、
（ｂ）Ｎ－（ホスホノメチル）グリシン（グリホサート）の塩、および（ｃ）２－アミノ
－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）－ブタン酸（グルホシネート）の塩を含む混合
物を含む除草剤組成物を提供する。組成物は、２，４－Ｄ、グリホサートおよびグルホシ
ネート耐性ダイズ、コーン、またはワタにおける望ましくない植生の相乗的雑草防除およ
び作物耐性を向上する。さらに、組成物は、以下に限定されないが、非作物、多年生作物
、果実作物、および大規模栽培作物区域を含む区域における望ましくない植生の相乗的雑
草防除を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　望ましくない植生を防除するための組成物であって、相乗的な除草有効量の
（ａ）２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン塩（２，４－Ｄコリン）
【化１】

（ｂ）Ｎ－（ホスホノメチル）グリシン（グリホサート）の塩
【化２】

および
（ｃ）２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）ブタン酸（グルホシネート）
の塩
【化３】

を含む混合物を含む組成物。
【請求項２】
　前記グリホサートの塩が、カリウム塩、イソプロピルアンモニウム（ＩＰＡ）塩、モノ
エタノールアンモニウム（ＭＥＡ）塩、モノメチルアンモニウム（ＭＭＡ）塩、およびジ
メチルアンモニウム（ＤＭＡ）塩、ならびにそれらの組合せからなる群から選択される、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記グリホサートの塩が、ジメチルアンモニウム塩である、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記グルホシネートの塩が、アンモニウム塩である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　（ａ）＋（ｂ）：（ｃ）の重量比が、約１：２０～約２０：１または約１．５：１～約
８：１である、請求項１から４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重量比が、（ａ）約１～１０：（ｂ）約１～１０：（ｃ）約
１～５、または約０．５：０．５：１～約１０：１０：１である、請求項１から４のいず
れかに記載の組成物。
【請求項７】
　除草有効量の追加の除草剤をさらに含む、請求項１から６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　農業上許容されるアジュバントをさらに含む、請求項１から７のいずれかに記載の組成
物。
【請求項９】
　望ましくない植生を防除する方法であって、望ましくない植生またはその生育場所、あ
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るいは茎葉、水、または土壌に、請求項１から８に記載のいずれかの組成物を接触させる
ステップを含む、方法。
【請求項１０】
　前記組成物が、望ましくない植生に、発生後に施用される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記組成物が、望ましくない植生に、発生前に施用される、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　作物の植付け前に、前記望ましくない植生に接触させる、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記グリホサートの塩が、カリウム塩、イソプロピルアンモニウム（ＩＰＡ）塩、モノ
エタノールアンモニウム（ＭＥＡ）塩、モノメチルアンモニウム（ＭＭＡ）塩、ジメチル
アンモニウム（ＤＭＡ）塩、およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項９
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記グリホサートの塩が、ジメチルアンモニウム（ＤＭＡ）塩である、請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記グルホシネートの塩が、アンモニウム塩である、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　（ａ）＋（ｂ）：（ｃ）の重量比が、約１：２０～約２０：１または約１．５：１～約
８：１である、請求項９から１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重量比が、（ａ）約１～１０：（ｂ）約１～１０：（ｃ）約
１～５、または約０．５：０．５：１～約１０：１０：１である、請求項９から１５のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、同時に施用される、請求項９から１７のいず
れかに記載の方法。
【請求項１９】
　（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、逐次的に施用される、請求項９から１７のい
ずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　コルビーの式によって相乗効果が決定される、請求項９から１９のいずれかに記載の方
法。
【請求項２１】
　前記望ましくない植生が、除草剤抵抗性または耐性雑草を含む、請求項９から２０のい
ずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　前記抵抗性または耐性雑草が、１種もしくは複数の除草剤または１種もしくは複数の官
能基群、または１種もしくは複数の除草性作用機序を有する阻害剤に対する抵抗性または
耐性を有するバイオタイプである、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記抵抗性または耐性雑草が、アセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）もしくはアセトヒドロ
キシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）阻害剤、光化学系ＩＩ阻害剤、アセチルＣｏＡカルボキシ
ラーゼ（ＡＣＣアーゼ）阻害剤、光化学系Ｉ阻害剤、５－エノールピルビル－シキメート
－３－ホスフェート（ＥＰＳＰ）シンターゼ阻害剤、微小管集合阻害剤、脂質合成阻害剤
、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤、カロテノイド生合成阻害剤
、超長鎖脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）阻害剤、フィトエンデサチュラーゼ（ＰＤＳ）阻害剤、グ
ルタミンシンテターゼ阻害剤、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸－ジオキシゲナーゼ
（ＨＰＰＤ）阻害剤、有糸分裂阻害剤、セルロース生合成阻害剤、複数の作用機序を有す
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る除草剤、キンクロラック、アリールアミノプロピオン酸類、ジフェンゾコート、エンド
タール、または有機ヒ素化合物に対する抵抗性または耐性を有するバイオタイプである、
請求項２１または２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記望ましくない植生に除草有効量の追加の除草剤を接触させるステップをさらに含む
、請求項９から２３のいずれかに記載の方法。
【請求項２５】
　前記望ましくない植生は、非作物、多年生作物、果実作物、または大規模栽培作物区域
において防除され、非作物、多年生作物、果実作物、または大規模栽培作物区域における
前記望ましくない植生またはその生育場所、あるいは水、または土壌に接触させるステッ
プを含む、請求項９から２４のいずれかに記載の方法。
【請求項２６】
　前記望ましくない植生が、非作物区域にあり、前記非作物区域が、牧草地、草地、放牧
地、休耕地、柵の周囲、駐車場区域、タンク施設、貯蔵区域、公道用地、公益事業区域、
芝生、林業用地、水域、産業植生管理（ＩＶＭ）、または休耕床である、請求項２５に記
載の方法。
【請求項２７】
　前記望ましくない植生が、多年生作物区域にあり、前記望ましくない植生に接触させる
際、前記多年生作物の茎葉に接触させない、請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記多年生作物が、果樹およびブドウ科の木である、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記果樹およびブドウ科の木が、柑橘類、ブドウ類、アーモンド、リンゴ、アンズ、ア
ボカド、ビーチナッツ、ブラジルナッツ、バターナット、カシュー、チェリー、クリ、チ
ンカピングリ、野生リンゴ、デーツ、フィジョア、イチジク、ハシバミ、ヒッコリーナッ
ツ、キウイ、レモン、ライム、ビワ、マカダミアナッツ、マンダリン、サンザシ、オレン
ジ、ネクタリン、オリーブ、モモ、セイヨウナシ、ペカン、カキ、ピスタチオ、プラム、
ザクロ、プルーン、マルメロ、木堅果、およびクルミから選択される、請求項２８に記載
の方法。
【請求項３０】
　前記望ましくない植生が、果実作物区域にあり、前記望ましくない植生に接触させる際
、前記果実作物の茎葉に接触させない、請求項２５に記載の方法。
【請求項３１】
　果実作物が、ブルーベリー、グアバ、パパイア、イチゴ、タロイモ、ブラックベリー、
およびラズベリーから選択される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記望ましくない植生が、大規模栽培作物区域にあり、前記望ましくない植生に接触さ
せる際、前記大規模栽培作物の茎葉に接触させない、請求項２５に記載の方法。
【請求項３３】
　大規模栽培作物が、コーヒー、カカオ、ゴム、およびパーム油から選択される、請求項
３２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その開示が参照により本明細書に明確に組み込まれている、２０１３年１２
月２０日に出願された米国仮特許出願第６１／９１８，９９７号および第６１／９１９，
０２５号の利益を主張する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００２】
　作物の成長を阻害する雑草および他の植生から作物を保護することは、農業において繰
り返し生じている課題である。この課題に対処する一助とするため、このような不要な植
生の防除に有効な種々の化学品および化学製剤が合成および評価されてきた。様々な分類
の化学除草剤が文献中で開示され、多数が商業的に使用されている。しかし、望ましくな
い植生を防除するのに有効な組成物およびその使用方法の改善が依然として必要とされて
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書には、望ましくない植生を防除するための組成物であって、相乗的な除草有効
量の
（ａ）２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン塩（２，４－Ｄコリン）
【０００４】
【化１】

（ｂ）Ｎ－（ホスホノメチル）グリシン（グリホサート）の塩
【０００５】

【化２】

および
（ｃ）２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）ブタン酸（グルホシネート）
の塩
【０００６】
【化３】

を含む混合物を含有する組成物が記載されている。該組成物は、１種または複数の農業上
許容されるアジュバントおよび／または担体を含んでもよい。
【０００７】
　さらに、２，４－Ｄ、グリホサートおよびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、または
ワタにおける望ましくない植生を防除する方法および作物耐性を向上させる方法であって
、以下に限定されないが、茎葉または土壌を含む、望ましくない植生ならびに２，４－Ｄ
、グリホサートおよびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、もしくはワタ、またはその生
育場所に、相乗的な除草有効量の（ａ）２，４－Ｄコリン、（ｂ）グリホサートの塩およ
び（ｃ）グルホシネートの塩を含有する混合物を含有する組成物を接触させるステップを
含む方法が本明細書に記載されている。望ましくない植生は、除草剤抵抗性または耐性雑
草を含んでもよく、また、該望ましくない植生は、非作物、多年生作物、果実作物、また
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は大規模栽培作物区域に生育していてもよい。
【０００８】
　別の実施形態では、非作物、多年生作物、果実作物、または大規模栽培作物区域におけ
る望ましくない植生を防除する方法であって、以下に限定されないが、茎葉、土壌、また
は水を含む、望ましくない植生またはその生育場所に、相乗的な除草有効量の２，４－Ｄ
コリンおよびグルホシネートの塩を含有する混合物を含有する組成物を接触させるステッ
プを含む方法が本明細書に記載されている。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
Ｉ．定義
　本明細書で用いる場合、２，４－Ｄコリンは２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン
塩または２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルエタンアミニウム２－（２，４－ジク
ロロフェノキシ）アセテートであり、以下の構造：
【００１０】

【化４】

を有する。２，４－Ｄコリンの例示的な使用には、グリホサート抵抗性広葉雑草を含む、
一年生および多年生広葉雑草を防除することが含まれる。２，４－Ｄコリンは、２，４－
Ｄへの耐性を付与した作物、特に２，４－Ｄ耐性ダイズ、コーン、およびワタに使用する
ことができる。２，４－Ｄコリンは、必ずしも必要ではないが、一般に発生後に施用する
。
【００１１】
　本明細書で用いる場合、グリホサートは、Ｎ－（ホスホノメチル）グリシンまたは２－
（（ホスホノメチル）－アミノ）酢酸であり、以下の構造：
【００１２】
【化５】

を有する。
【００１３】
　グリホサートは、特に、遺伝子組換えによってグリホサートへの耐性を付与された作物
において、一年生および多年生イネ科草ならびに広葉雑草を防除するために使用される非
選択的浸透移行性除草剤である。グリホサートの例示的な化学形には、以下に限定されな
いが、例えば、グリホサートカリウム、グリホサートイソプロピルアミン（ＩＰＡ）塩、
グリホサートモノエタノールアミン（ＭＥＡ）塩、グリホサートモノメチルアミン（ＭＭ
Ａ）塩、およびグリホサートジメチルアミン（ＤＭＡ）塩が含まれる。本明細書で用いる
場合、グリホサート塩またはグリホサートの塩とは、一般に、塩基として働き得る部分を
有するグリホサートの反応生成物を指す。通常、該反応は酸塩基反応である。
【００１４】
　本明細書で用いる場合、グルホシネートは２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフ
ィニル）ブタン酸である。例示的なグルホシネートの塩は、グルホシネート－アンモニウ
ムであり、これは２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）ブタン酸のアンモ
ニウム塩またはアンモニウム（３－アミノ－３－カルボキシプロピル）（メチル）ホスフ
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ィネートとしても公知であり、以下の構造：
【００１５】
【化６】

を有する。グルホシネート－アンモニウムは、特にキャノーラ、コーン、ダイズ、ワタ、
およびテンサイなどのグルホシネート耐性作物において、多種多様な広葉雑草およびイネ
科草を防除するとして登録されている。本明細書で用いる場合、グルホシネート塩または
グルホシネートの塩とは、一般に、塩基として働き得る部分を有するグルホシネートの反
応生成物を指す。通常、該反応は酸塩基反応である。
【００１６】
　本明細書で用いられる除草剤という用語は、植物を死滅、防除、そうでなければ、その
成長を有害に改変する活性成分を意味する。本明細書で用いる場合、除草有効量または植
生防除量とは、「除草効果」、すなわち、自然な発育からの逸脱、死滅、調節、枯渇、生
長遅延を含む植生に有害な改変効果を引き起こす活性成分の量である。
【００１７】
　本明細書で用いる場合、「植物」および「植生」には、以下に限定されないが、発芽種
子、発生苗木、植生繁殖体からの発生植物、および定着した植生が含まれる。
【００１８】
　本明細書で用いる場合、未成熟な植生とは、繁殖期前の小さな生育植物を指し、成熟し
た植生とは、繁殖期中および繁殖期後の生育植物を指す。
【００１９】
　本明細書で用いる場合、２，４－Ｄ耐性ダイズとは、遺伝子組換えによって２，４－Ｄ
への耐性を付与されたダイズを指す。２，４－Ｄ耐性ダイズの例には、２，４－Ｄへの耐
性を付与するａａｄ－１２遺伝子を持つダイズが含まれる（米国特許第８，２８３，５２
２Ｂ２号）。本明細書で用いる場合、２，４－Ｄ耐性コーンとは、遺伝子組換えによって
２，４－Ｄへの耐性を付与されたコーンを指す。２，４－Ｄ耐性コーンの例には、２，４
－Ｄへの耐性を付与するａａｄ－１遺伝子を持つコーンが含まれる（米国特許第７，８３
８，７３３Ｂ２号）。本明細書で用いる場合、２，４－Ｄ耐性ワタとは、遺伝子組換えに
よって２，４－Ｄへの耐性を付与されたワタを指す。２，４－Ｄ耐性ワタの例には、２，
４－Ｄへの耐性を付与するａａｄ－１２遺伝子を持つワタが含まれる。しかし、ａａｄ－
１もしくはａａｄ－１２遺伝子または追加もしくは代替の耐性を遺伝子組換え作物にもた
らす代替遺伝子［例えば、ａａｄ－１３（米国特許第８，２７８，５０５Ｂ２号）、ｔｆ
ｄＡ（米国特許第６，１５３，４０１Ａ号）、または２４ｄｔ０２（ＣＮ１０３０６０２
７９）］によって付与された、これらの作物のそれぞれにおける耐性は、本明細書に記載
されている２，４－Ｄおよびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタの範囲内に
含まれるものと考えられる。
【００２０】
　本明細書で用いる場合、グリホサート耐性とは、遺伝子組換えによってグリホサートへ
の耐性を付与されたダイズ、コーン、またはワタを指す。本明細書に示されるとおり、グ
リホサート耐性は、例えば、ＣＰ４遺伝子（米国特許第５，６２７，０６１Ａ号）または
２ｍＥＰＳＰＳ（米国特許第６，５６６，５８７Ｂ１号）によってもたらされ得る；しか
し、グリホサート耐性は、グリホサートへの耐性を遺伝子組換え作物にもたらす他の遺伝
子［例えば、ＡｒｏＡおよび他のクラスＩＩ　ＥＰＳＰＳ（米国特許第７，８９３，２３
４Ｂ２号）；ＧＬＧ２３および他のクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳ（米国特許第７，７００，
８４２Ｂ２号）；ＧＡＴ（米国特許第７，４０５，０７４Ｂ号）、Ｇｏｘ（米国特許第５
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，４６３，１７５Ａ号）、もしくは他のグリホサート代謝遺伝子；またはＤＧＴ－２８も
しくは他のクラスＩＶ　ＥＰＳＰＳ（米国特許出願公開第２０１３０２１７５７７Ａ１号
）］によって、本明細書に記載されているグリホサート、２，４－Ｄ、およびグルホシネ
ート耐性ダイズ、コーン、またはワタの範囲内にも付与され得、本明細書に記載されてい
る２，４－Ｄ、グリホサート、およびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタの
範囲内に含まれるものと考えられる。
【００２１】
　本明細書で用いる場合、グルホシネート耐性とは、遺伝子組換えによってグルホシネー
トへの耐性を付与されたダイズ、コーン、またはワタを指す。本明細書に示されるとおり
、グルホシネート耐性は、例えば、ｐａｔ遺伝子（米国特許第５，５８７，９０３Ａ号）
によってもたらされ得る；しかし、グルホシネート耐性は、グルホシネートへの耐性を遺
伝子組換え作物にもたらす他の遺伝子［例えば、ｂａｒ（米国特許第５，５６１，２３６
Ａ号）およびｄｓｍ２（ＰＣＴ国際出願ＷＯ２００８０７０８４５）］によって、本明細
書に記載されている２，４－Ｄおよびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタの
範囲内にも付与され得る。
【００２２】
ＩＩ．組成物
　Ａ．相乗的組合せ
　本明細書では、相乗的な除草有効量の
（ａ）２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン塩（２，４－Ｄコリン）、
【００２３】

【化７】

（ｂ）Ｎ－（ホスホノメチル）グリシン（グリホサート）の塩、
【００２４】
【化８】

および
（ｃ）２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）ブタン酸（グルホシネート）
の塩、
【００２５】
【化９】

を含有する混合物を含有する除草剤組成物が提供される。
【００２６】
　農業上許容されるグリホサートの塩は、２，４－Ｄコリンおよびグルホシネートの塩と
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組み合わせることで望ましくない植生を防除することが予想される。このような農業上許
容されるグリホサートの塩の例には、以下に限定されないが、グリホサートカリウム、グ
リホサートイソプロピルアミン（ＩＰＡ）塩、グリホサートモノエタノールアミン（ＭＥ
Ａ）塩、グリホサートモノメチルアミン（ＭＭＡ）塩、およびグリホサートジメチルアミ
ン（ＤＭＡ）塩が含まれる。
【００２７】
　農業上許容されるグルホシネートの塩は、２，４－Ｄコリンおよびグリホサートの塩と
組み合わせることで望ましくない植生を防除することが予想される。このような農業上許
容されるグルホシネートの塩の例には、グルホシネート－アンモニウムが含まれる。
【００２８】
　さらに、一部の実施形態では、２，４－Ｄコリン、グリホサートの塩およびグルホシネ
ートの塩の組合せによって、相乗作用が示されている。例えば、該除草剤活性成分は、組
み合わせることで、個々に施用する場合より有効である。相乗作用は、「個別に施用され
た各因子の応答に基づいて予期される作用よりも、組み合わせた場合の作用が大きくなる
ような、２つ以上の因子の相互作用」と定義されている。Shaner, D. L., Ed.  Herbicid
e Handbook, 10th ed.  Lawrence: Weed Science Society of America, 2014。ある種の
実施形態では、該組成物はコルビーの式によって決定される相乗効果を示す。(Colby, S.
 R.  Calculation of the synergistic and antagonistic response of herbicide combi
nations.  Weeds 1967, 15, 20-22)。
【００２９】
　さらに、一部の実施形態では、２，４－Ｄコリン、グリホサートの塩およびグルホシネ
ートの塩の組合せは、２，４－Ｄ、グリホサートおよびグルホシネート耐性ダイズ、コー
ン、またはワタにおける作物耐性を向上させる。
【００３０】
　化合物を、発生前および発生後、任意の成長段階で植物または植物の生育場所に直接施
用する場合、該化合物によって除草活性が示される。観察される効果は、防除すべき植物
種、植物の成長段階、希釈度およびスプレー液滴サイズの施用パラメータ、固体構成成分
の粒子サイズ、使用時の環境条件、使用する特定の化合物、使用する特定のアジュバント
および担体、土壌タイプ、施用される化学品の量、ならびにそれらの組合せに依存する。
これらおよび他の因子を調節して、非選択的または選択的な除草作用を促進することがで
きる。一部の実施形態では、本明細書に記載されている組成物は、比較的未成熟な望まし
くない植生および成熟した望ましくない植生に、発生後施用物として施用し、最大限の雑
草防除を実現する。
【００３１】
　一部の実施形態では、２，４－Ｄコリン、グリホサートの塩およびグルホシネートの塩
を、処理されるダイズ、コーン、またはワタに選択的であり、かつ使用する施用量でこれ
らの化合物によって防除される雑草スペクトルを補足する除草剤と組み合わせて使用する
。一部の実施形態では、本明細書に記載されている組成物および他の補足的な除草剤は、
組合せ製剤もしくはタンクミックスのいずれかで同時に、または逐次的に施用される。
【００３２】
　本発明の組成物は、従来の土壌用または空中用の散粉機、噴霧機、および散粒機の使用
、ならびに当業者に公知である他の従来の手段によって、以下に限定されないが、茎葉ま
たは土壌を含む、雑草またはその生育場所に施用することができる。
【００３３】
　一部の実施形態では、本明細書に記載されている組成物中の活性成分の濃度は、約０．
０００５～９８重量％である。一部の実施形態では、該濃度は、約０．０００６～９０重
量％である。濃縮製剤として使用されるよう設計されている組成物中の活性成分は、ある
種の実施形態では、約０．１～９８重量％の濃度、ある種の実施形態では、約０．５～９
０重量％の濃度で存在する。ある種の実施形態では、こうした組成物を、施用前に水など
の不活性な担体で希釈する。雑草または雑草の生育場所に通常施用される希釈した組成物
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は、ある種の実施形態では、約０．００５～９９重量％の活性成分を含有しており、ある
種の実施形態では、約０．０１～２５．０重量％を含有している。
【００３４】
　本明細書に記載されている組成物および方法のある種の実施形態では、２，４－Ｄコリ
ン＋グリホサートの塩は、グルホシネートの塩と組み合わせて使用される。組成物に関し
て、一部の実施形態では、２，４－Ｄコリン＋グリホサートの塩：グルホシネートの塩の
重量比は、約１：１００～約１００：１、約１：９０～約９０：１、約１：８０～約８０
：１、約１：７０～約７０：１、約１：６０～約６０：１、約１：５０～約５０：１、約
１：４０～約４０：１、約１：３０～約３０：１、約１：２５～約２５：１、約１：２０
～約２０：１、約１：１８～約１８：１、約１：１５～約１５：１、約１：１３～約１３
：１、約１：１２～約１２：１、約１：１１～約１１：１、約１：１０～約１０：１、約
１：９～約９：１、約１：８～約８：１、約１：７～約７：１、約１：６～約６：１、約
１：５～約５：１、約１：４～約４：１、約１：３～約３：１、約１：２～約２：１、約
１．７５：１～約７：１、約１．５：１～約８：１、約１．２５：１～約９：１および約
２：１～約６：１の範囲内にある。ある種の実施形態では、２，４－Ｄコリン＋グリホサ
ートの塩：グルホシネートの塩の重量比は、約２：１～約８：１、約２．５：１～約６：
１および約２．７５：１～約５：１の範囲内にある。他の実施形態では、２，４－Ｄコリ
ン＋グリホサートの塩：グルホシネートの塩の重量比は、約３：１～約４：１の範囲内に
ある。
【００３５】
　本明細書に記載されている組成物および方法のある特定の実施形態において、除草性活
性成分の組合せは、（ａ）２，４－Ｄ－コリン、（ｂ）グリホサートの塩、および（ｃ）
グルホシネートの塩からなり、また、該３つの構成成分は、（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重
量比が、（ａ）約１～１０：（ｂ）約１～１０：（ｃ）約１～５といった量で用いられる
。追加の実施形態において、該３つの構成成分の重量比には、（ａ）約１～５：（ｂ）約
１～５：（ｃ）約１～５；（ａ）約１～５：（ｂ）約１～５：（ｃ）約１～２；（ａ）約
２～５：（ｂ）約２～５：（ｃ）約１～２；（ａ）約１～５：（ｂ）約１～５：（ｃ）約
１；（ａ）約１～４：（ｂ）約１～４：（ｃ）約１；（ａ）約１～３：（ｂ）約１～３：
（ｃ）約１；および（ａ）約１～２：（ｂ）約１～２：（ｃ）約１が含まれる。つまり、
（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重量比は、約０．５：０．５：１～約１０：１０：１であると
言える。（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重量比のさらなる例には、約０．５：０．５：１～約
５：５：１；約０．６：０．６：１～約５：５：１；約０．７：０．７：１～約５：５：
１；約０．７：０．７：１～約４：４：１；約０．８：０．８：１～約４：４：１；約０
．９：０．９：１～約４：４：１；約１：１：１～約４：４：１；約１：１：１～約３：
３：１；約０．５：０．５：１～約７：７：１；約１．２５：１．２５：１～約４：４：
１；約１．６：１．６：１～約２：２：１；約１：１：１～約２：２：１；約１：１：１
；約２：２：１；約２．５：２．５：１；約３：３：１；約３．５：３．５：１；約４：
４：１；約４．５：４．５：１；約５：５：１；約５．５：５．５：１；約６：６：１；
約７：７：１；約８：８：１；約９：９：１；および約１０：１０：１が含まれる。
【００３６】
　方法に関して、ある種の実施形態では、該方法は、望ましくない植生に本明細書に記載
されている組成物を、例えば、逐次的または同時に接触させるステップを含む。一部の実
施形態では、該組成物は、該組成物中の活性成分の総量に対して、１ヘクタールあたり酸
当量約５００グラム（ｇａｅ／ｈａ）～約１２，２００ｇａｅ／ｈａの施用量で施用され
る。ある種の実施形態では、該組成物は、該組成物中の活性成分の総量に対して、約７６
０ｇａｅ／ｈａ～約８，２２０ｇａｅ／ｈａの施用量で施用される。ある種の実施形態で
は、該組成物は、該組成物中の活性成分の総量に対して、約８４０ｇａｅ／ｈａ～約６，
０００ｇａｅ／ｈａの施用量で施用される。ある種の実施形態では、該組成物は、該組成
物中の活性成分の総量に対して、約２，１８２ｇａｅ／ｈａ～約５，４５４ｇａｅ／ｈａ
の施用量で施用される。
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【００３７】
　本明細書に記載されている混合物の構成成分は、個々に、逐次的に、タンク混合して、
またはマルチパートな除草剤システムの一部としてのいずれかで施用することができる。
一部の実施形態では、全３構成成分は、一緒に（例えば、同じ製剤中に）または個々に（
例えば、個々の製剤中に）製剤化し、同時に施用してもよい。あるいは、３つの構成成分
のうち２つ（例えば、グリホサートと２，４－Ｄ）を一緒に製剤化し、３つ目の構成成分
を個別に製剤化し、該２つの製剤を同時に施用することもできる。別の実施形態では、１
つまたは複数の構成成分を個別に製剤化し、該構成成分を逐次的に施用してもよい。例え
ば、各構成成分を個別に製剤化し、該３つの構成成分を逐次的に施用することができる。
あるいは、３つの構成成分のうち２つ（例えば、グリホサートと２，４－Ｄ）を一緒に製
剤化し、３つ目の構成成分を個別に製剤化し、該２つの製剤を逐次的に施用することもで
きる。施用の間隔は変更可能であり、例えば、１、２、４、６、８、１０、もしくは１２
時間またはより長時間、または１、２、３、４、５、６、もしくは７日間またはより長期
間でもよい。
【００３８】
　一実施形態では、組成物は、様々な雑草種に対して相乗効果を示す。一実施形態では、
２，４－Ｄコリン＋グリホサートの塩とグルホシネートの塩を、約１：１～約４：１の割
合で組み合わせた場合、施用後日数（ＤＡＡ）が７～２８日におけるコルビーの予測値と
比較して、約５、６、７、８、９、１０、１１、１３、１５、１８、２０、２１、２２、
２３、２４、２５、３０または３５％よりも強い防除が示される。
【００３９】
　別の実施形態では、組成物は、薬害を軽減する相乗効果を示す。一実施形態では、２，
４－Ｄコリン＋グリホサートの塩とグルホシネートの塩を、約１：１～約４：１の割合で
組み合わせた場合、施用後日数（ＤＡＡ）が１～１６日におけるコルビーの予測値と比較
して、約５、６、７、８、９、１０、１１、１３、１５、１８、２０、２１、２２、２３
、２４、２５、３０、３５、４０、４５または４８％の薬害を軽減することが示される。
【００４０】
　別の実施形態では、組成物は、以下に限定されないが、オオホナガアオゲイトウ（Amar
anthus palmeri）（パルマーピッグウィード（Palmer pigweed）、ＡＭＡＰＡ）、オオブ
タクサ（Ambrosia trifida L.）（ジャイアントラグウィード（giant ragweed）、ＡＭＢ
ＴＲ）、ヒメムカシヨモギ（Conyza canadensis）（ホースウィード（horseweed）、ＥＲ
ＩＣＡ）、およびノハラヒジキ（Salsola tragus L.）（ロシアンシスル（Russian thist
le）、ＳＡＳＫＲ）を含む、様々な雑草種または作物に対し、上記のように定義された有
効値によって定義される相乗効果を示す。
【００４１】
　別の実施形態では、組成物は、グリホサート耐性ダイズ（ＧＬＸＭＡ）ならびに以下に
限定されないが、グリホサート、アセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）、および他の除草性作
用機序などに対する、単一部位耐性を有する他の作物における防除に使用することができ
る。
【００４２】
　Ｂ．他の活性成分
　本明細書に記載されている混合物は、より幅広く多様な望ましくない植生を防除するた
め、１種または複数の他の除草剤と併用して施用することができる。他の除草剤と併用す
る場合、該組成物は、他の除草剤（複数可）と一緒に製剤化、他の除草剤（複数可）とタ
ンク混合、または他の除草剤（複数可）と逐次的に施用することができる。本明細書に記
載されている組成物および方法と併用することができる一部の除草剤には、以下に限定さ
れないが、以下の除草剤の酸、塩、およびエステルの形態が含まれる：４－ＣＰＡ、４－
ＣＰＢ、４－ＣＰＰ、３，４－ＤＡ、２，４－ＤＢ、３，４－ＤＢ、３，４－ＤＰ、２，
３，６－ＴＢＡ、２，４，５－Ｔ、２，４，５－ＴＢ、アセトクロル、アシフルオルフェ
ン、アクロニフェン、アクロレイン、アラクロル、アリドクロル、アロキシジム、アリル
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アルコール、アロラック、アメトリジオン、アメトリン、アミブジン、アミカルバゾン、
アミドスルフロン、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、アミプロホス－メチル、
アミトロール、スルファミン酸アンモニウム、アニロホス、アニスロン、アスラム、アト
ラトン、アトラジン、アザフェニジン、アジムスルフロン、アジプロトリン、バーバン、
ＢＣＰＣ、ベフルブタミド、ベナゾリン、ベンカルバゾン、ベンフルラリン、ベンフレセ
ート、ベンスルフロン－メチル、ベンスリド、ベンタゾン、ベンチオカルブ、ベンザドク
ス、ベンズフェンジゾン、ベンジプラム、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナプ、ベンゾフ
ルオル、ベンゾイルプロップ、ベンズチアズロン、ビシクロピロン、ビフェノクス、ビラ
ナホス、ビスピリバク－ナトリウム、ホウ砂、ブロマシル、ブロモボニル、ブロモブチド
、ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、ブロムピラゾン、ブタクロル、ブタフェナシル
、ブタミホス、ブテナクロル、ブチダゾール、ブチウロン、ブトラリン、ブトロキシジム
、ブツロン、ブチレート、カコジル酸、カフェンストロール、塩素酸カルシウム、カルシ
ウムシアナミド、カンベンジクロル、カルバスラム、カルベタミド、カルボキサゾールク
ロルプロカルブ、カルフェントラゾン（例えば、カルフェントラゾン－エチル）、ＣＤＥ
Ａ、ＣＥＰＣ、クロメトキシフェン、クロラムベン、クロラノクリル、クロラジホップ、
クロラジン、クロルブロムロン、クロルブファム、クロレツロン、クロルフェナク、クロ
ルフェンプロップ、クロルフルラゾール、クロルフルレノール、クロリダゾン、クロリム
ロン、クロルニトロフェン、クロロポン、クロロトルロン、クロロクスロン、クロロキシ
ニル、クロルプロファム、クロルスルフロン、クロルタール、クロルチアミド、シニドン
（例えば、シニドン－エチル）、シンメチリン、シノスルフロン、シサニリド、クレトジ
ム、クリオジネート、クロジナホップ－プロパルギル、クロホップ、クロマゾン、クロメ
プロップ、クロプロップ、クロプロキシジム、クロピラリド、クロランスラム－メチル、
ＣＭＡ、硫酸銅、ＣＰＭＦ、ＣＰＰＣ、クレダジン、クレゾール、クミルロン、シアナト
リン、シアナジン、シクロエート、シクロピリモレート、シクロスルファムロン、シクロ
キシジム、シクルロン、シハロホップ（例えば、シハロホップ－ブチル）、シペルコート
、シプラジン、シプラゾール、シプロミド、ダイムロン、ダラポン、ダゾメット、デラク
ロル、デスメジファム、デスメトリン、ジ－アレート、ジカンバ、ジクロベニル、ジクロ
ラルウレア、ジクロルメート、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ－Ｐ、ジクロホップ
－メチル、ジクロスラム、ジエタムコート、ジエタチル、ジフェノペンテン、ジフェノク
スロン、ジフェンゾコート、ジフルフェニカン、ジフルフェンゾピル、ジメフロン、ジメ
ピペレート、ジメタクロル、ジメタメトリン、ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ジメキ
サノ、ジミダゾン、ジニトラミン、ジノフェネート、ジノプロップ、ジノサム、ジノセブ
、ジノテルブ、ジフェナミド、ジプロペトリン、ジコート、ジスル、ジチオピル、ジウロ
ン、ＤＭＰＡ、ＤＮＯＣ、ＤＳＭＡ、ＥＢＥＰ、エグリナジン、エンドタール、エプロナ
ズ、ＥＰＴＣ、エルボン、エスプロカルブ、エテンザミド（ethbenzamide）、エタルフル
ラリン、エタメトスルフロン、エチジムロン、エチオレート、エトベンズアミド（ethobe
nzamid）、エトベンズアミド（etobenzamid）、エトフメセート、エトキシフェン、エト
キシスルフロン、エチノフェン、エトニプロミド、エトベンザニド、ＥＸＤ、フェナスラ
ム、フェノプロップ、フェノキサプロップ（例えば、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル）
、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル＋イソキサジフェン－エチル、フェノキサスルホン、
フェンキノトリオン、フェンテラコール、フェンチアプロップ、フェントラザミド、フェ
ヌロン、硫酸第一鉄、フラムプロップ、フラムプロップ－Ｍ、フラザスルフロン、フロラ
スラム、フルアジホップ（例えば、フルアジホップ－Ｐ－ブチル）、フルアゾレート、フ
ルカルバゾン、フルセトスルフロン、フルクロラリン、フルフェナセット、フルフェニカ
ン、フルフェンピル（例えば、フルフェンピル－エチル）、フルメトスラム、フルメジン
、フルミクロラク（例えば、フルミクロラク－ペンチル）、フルミオキサジン、フルミプ
ロピン、フルオメツロン、フルオロジフェン、フルオログリコフェン、フルオロミジン、
フルオロニトロフェン、フルオチウロン、フルポキサム、フルプロパシル、フルプロパネ
ート、フルピルスルフロン、フルリドン、フルロクロリドン、フルロキシピル、フルルタ
モン、フルチアセット、ホメサフェン、ホラムスルフロン、ホサミン、フミクロラック、
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フリロキシフェン、ハラウキシフェン、ハロサフェン、ハロスルフロン（例えば、ハロス
ルフロン－メチル）、ハロキシジン、ハロキシホップ－メチル、ハロキシホップ－Ｐ（例
えば、ハロキシホップ－Ｐ－メチル）、ヘキサクロロアセトン、ヘキサフルレート、ヘキ
サジノン、イマザメタベンズ、イマザモクス、イマザピック、イマザピル、イマザクイン
、イマゾスルフロン、インダノファン、インダジフラム、ヨードボニル、ヨードメタン、
ヨードスルフロン、ヨードスルフロン－エチル－ナトリウム、イオフェンスルフロン、イ
オキシニル、イパジン、イプフェンカルバゾン、イプリミダム、イソカルバミド、イソシ
ル、イソメチオジン、イソノルロン、イソポリネート、イソプロパリン、イソプロツロン
、イソウロン、イソキサベン、イソキサクロルトール、イソキサフルトール、イソキサピ
リホップ、カルブチレート、ケトスピラドクス、ラクトフェン、レナシル、リヌロン、Ｍ
ＡＡ、ＭＡＭＡ、ＭＣＰＡエステルおよびアミン、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰＢ、メ
コプロップ、メコプロップ－Ｐ、メジノテルブ、メフェナセット、メフルイジド、メソプ
ラジン、メソスルフロン、メソトリオン、メタム、メタミホップ、メタミトロン、メタザ
クロル、メタゾスルフロン、メトフルラゾン、メタベンズチアズロン、メタルプロパリン
、メタゾール、メチオベンカルブ、メチオゾリン、メチウロン、メトメトン、メトプロト
リン、臭化メチル、イソチオシアン酸メチル、メチルジムロン、メトベンズロン、メトブ
ロムロン、メトラクロル、メトスラム、メトクスロン、メトリブジン、メトスルフロン、
メトスルフロン－メチル、モリネート、モナリド、モニソウロン、モノクロロ酢酸、モノ
リヌロン、モヌロン、モルファムコート、ＭＳＭＡ、ナプロアニリド、ナプロパミド、ナ
プロパミド－Ｍ、ナプタラム、ネブロン、ニコスルフロン、ニピラクロフェン、ニトラリ
ン、ニトロフェン、ニトロフルオルフェン、ノルフルラゾン、ノルロン、ＯＣＨ、オルベ
ンカルブ、オルト－ジクロロベンゼン、オルトスルファムロン、オリザリン、オキサジア
ルギル、オキサジアゾン、オキサピラゾン、オキサスルフロン、オキサジクロメホン、オ
キシフルオルフェン、パラフルフェン－エチル、パラフルロン、パラコート、ペブレート
、ペラルゴン酸、ペンジメタリン、ペノキシスラム、ペンタクロロフェノール、ペンタノ
クロル、ペントキサゾン、ペルフルイドン、ペトキサミド、フェニソファム、フェンメジ
ファム（例えば、フェンメジファム－エチル）、フェノベンズロン、酢酸フェニル水銀、
ピクロラム、ピコリナフェン、ピノキサデン、ピペロホス、亜ヒ酸カリウム、アジ化カリ
ウム、シアン酸カリウム、プレチラクロル、プリミスルフロン（例えば、プリミスルフロ
ン－メチル）、プロシアジン、プロジアミン、プロフルアゾール、プロフルラリン、プロ
ホキシジム、プログリナジン、プロヘキサジオン－カルシウム、プロメトン、プロメトリ
ン、プロパクロル、プロパニル、プロパクイザホップ、プロパジン、プロファム、プロピ
ソクロル、プロポキシカルバゾン、プロピリスルフロン、プロピザミド、プロスルファリ
ン、プロスルホカルブ、プロスルフロン、プロキサン、プリナクロル、ピダノン、ピラク
ロニル、ピラフルフェン（例えば、ピラフルフェン－エチル）、ピラスルホトール、ピラ
ゾジル、ピラゾリネート、ピラゾスルフロン－エチル、ピラゾキシフェン、ピリベンゾキ
シム、ピリブチカルブ、ピリクロル、ピリダホル、ピリデート、ピリフタリド、ピリミノ
バク、ピリミスルファン、ピリチオバク－ナトリウム、ピロキサスルホン、ピロキシスラ
ム、キンクロラック、キンメラック、キノクラミン、キノナミド、キザロホップ、キザロ
ホップ－Ｐ－エチル、ローデタニル、リムスルフロン、サフルフェナシル、Ｓ－メトラク
ロル、セブチラジン、セクブメトン、セトキシジム、シデュロン、シマジン、シメトン、
シメトリン、ＳＭＡ、亜ヒ酸ナトリウム、アジ化ナトリウム、塩素酸ナトリウム、スルコ
トリオン、スルファレート、スルフェントラゾン、スルホメツロン、スルホセート、スル
ホスルフロン、硫酸、スルグリカピン、スウェップ、ＴＣＡ、テブタム、テブチウロン、
テフリルトリオン、テムボトリオン、テプラロキシジム、テルバシル、テルブカルブ、テ
ルブクロル、テルブメトン、テルブチラジン、テルブトリン、テトラフルロン、テニルク
ロル、チアザフルロン、チアゾピル、チジアジミン、チジアズロン、チエンカルバゾン－
メチル、チフェンスルフロン、チフェンスルフロン－メチル、チオベンカルブ、チアフェ
ナシル、チオカルバジル、チオクロリム、トプラメゾン、トラルコキシジム、トリアファ
モン、トリ－アレート、トリアスルフロン、トリアジフラム、トリベヌロン（例えば、ト
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リベヌロン－メチル）、トリカムバ、トリクロピル（例えば、トリクロピルコリン塩）、
トリクロピルエステルおよび塩、トリジファン、トリエタジン、トリフロキシスルフロン
、トリフルラリン、トリフルスルフロン、トリホップ、トリホップシメ、トリヒドロキシ
トリアジン、トリメツロン、トリプロピンダン、トリタック、トリトスルフロン、ベルノ
レート、キシラクロル、ベンジル４－アミノ－３－クロロ－５－フルオロ－６－（４－ク
ロロ－２－フルオロ－３－メトキシフェニル）ピリジン－２－カルボキシレート、ならび
にそれらの塩、コリン塩、エステル、光学活性異性体、および混合物。
【００４３】
　Ｃ．薬害軽減剤
　一部の実施形態では、本明細書に記載されている組成物は、それらの選択性を増強する
ため、ＡＤ－６７（ＭＯＮ４６６０）、ベノキサコール、ベンチオカルブ、ブラシノリド
、クロキントセット（メキシル）、シオメトリニル、ダイムロン、ジクロルミド、ジシク
ロノン、ジメピペレート、ジスルホトン、フェンクロラゾール－エチル、フェンクロリム
、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、ハーピンタンパク質、イソキサジフ
ェン－エチル、ジエカオワン、ジエカオキシ、メフェンピル－ジエチル、メフェネート、
ナフタル酸無水物（ＮＡ）、オキサベトリニル、Ｒ２９１４８、およびＮ－フェニル－ス
ルホニル安息香酸アミドなどの１種または複数の除草剤薬害軽減剤と組み合わせて使用さ
れる。一部の実施形態では、薬害軽減剤は、イネ、穀物、コーン、またはトウモロコシの
環境において使用される。一部の実施形態では、薬害軽減剤は、クロキントセットまたは
そのエステルもしくは塩である。ある種の実施形態では、イネおよび穀物に対する組成物
の悪影響を相殺するため、クロキントセットを使用する。一部の実施形態では、薬害軽減
剤はクロキントセット（メキシル）である。
【００４４】
　Ｄ．アジュバント／担体
　一部の実施形態では、本明細書で提供される組成物は、少なくとも１種の農業上許容さ
れるアジュバントまたは担体をさらに含む。適切なアジュバントまたは担体は、作物の存
在下で、特に、選択的に雑草を防除するために組成物を施用する際に使用する濃度におい
て、貴重な作物に対する植物毒性があるべきではなく、また除草性構成成分または他の組
成物成分と化学的に反応するべきではない。このような混合物は、雑草もしくはその生育
場所に直接施用するように設計することができ、または施用前に担体およびアジュバント
を追加して通常は希釈する濃縮製剤もしくは製剤とすることができる。それらは、例えば
、粉剤、粒剤、顆粒水和剤、マイクロカプセル、もしくは水和剤などの固体、または、例
えば、乳剤、液剤、エマルション製剤もしくは懸濁製剤などの液体とすることができる。
それらは、前混合物またはタンク混合物としても提供することができる。
【００４５】
　適切な農業用アジュバントおよび担体には、以下に限定されないが、作物油濃縮物；ノ
ニルフェノールエトキシレート；ベンジルココアルキルジメチル四級アンモニウム塩；石
油炭化水素、アルキルエステル、有機酸、および陰イオン性界面活性剤のブレンド；Ｃ９

～Ｃ１１アルキルポリグリコシド；リン酸化アルコールエトキシレート；天然一級アルコ
ール（Ｃ１２～Ｃ１６）エトキシレート；ジ－ｓｅｃ－ブチルフェノールＥＯ－ＰＯブロ
ックコポリマー；ポリシロキサン－メチルキャップ；ノニルフェノールエトキシレート＋
尿素硝酸アンモニウム；乳化メチル化種子油；トリデシルアルコール（合成）エトキシレ
ート（８ＥＯ）；獣脂アミンエトキシレート（１５ＥＯ）；ＰＥＧ（４００）ジオレエー
ト－９９が含まれる。
【００４６】
　使用することができる液体の担体には、水および有機溶媒が含まれる。有機溶媒には、
以下に限定されないが、鉱物油、芳香族溶媒、パラフィン油などの石油留分または炭化水
素；ダイズ油、ナタネ油、オリーブ油、ヒマシ油、ヒマワリ種子油、ヤシ油、トウモロコ
シ油、綿実油、アマニ油、パーム油、ラッカセイ油、ベニバナ油、ゴマ油、キリ油などの
植物油；上記植物油のエステル；ステアリン酸２－エチルヘキシル、オレイン酸ｎ－ブチ
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ル、ミリスチン酸イソプロピル、二オレイン酸プロピレングリコール、コハク酸ジ－オク
チル、アジピン酸ジ－ブチル、フタル酸ジ－オクチルなどのモノアルコールもしくは二価
、三価、または他の低級のポリアルコール（４～６個のヒドロキシ含有）のエステル；モ
ノ、ジ、およびポリカルボン酸などのエステルが含まれる。具体的な有機溶媒には、以下
に限定されないが、トルエン、キシレン、石油ナフサ、作物油、アセトン、メチルエチル
ケトン、シクロヘキサノン、トリクロロエチレン、パークロロエチレン、酢酸エチル、酢
酸アミル、酢酸ブチル、プロピレングリコールモノメチルエーテルおよびジエチレングリ
コールモノメチルエーテル、メチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピルアルコ
ール、アミルアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセリン、Ｎ
－メチル－２－ピロリジノン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアルキルアミド、ジメチルスルホキシド
、液体肥料などが含まれる。ある種の実施形態では、水は濃縮製剤の希釈に用いる担体で
ある。
【００４７】
　適切な固体の担体には、以下に限定されないが、タルク、パイロフィライト粘土、シリ
カ、アタパルガズ粘土、カオリン粘土、キーゼルグール、チョーク、珪藻土、石灰、炭酸
カルシウム、ベントナイト粘土、フラー土、綿実殻、小麦粉、大豆粉、軽石、木粉、クル
ミ殻粉、リグニン、セルロースなどが含まれる。
【００４８】
　一部の実施形態では、本明細書に記載されている組成物は、１種または複数の界面活性
剤をさらに含む。一部の実施形態では、こうした界面活性剤は、固体および液体の組成物
の両方に使用され、ある種の実施形態では、これらは施用前に担体で希釈するよう設計さ
れている。該界面活性剤は、性質を陰イオン性、陽イオン性、または非イオン性とするこ
とができ、乳化剤、湿潤剤、懸濁化剤として、または他の目的のために使用することがで
きる。本発明の製剤にも使用してよい界面活性剤は、とりわけ、McCutcheon’s Detergen
ts and Emulsifiers Annual, MC Publishing Corporation: Ridgewood, NJ, 1998およびE
ncyclopedia of Surfactants, Vol. I-III, Chemical Publishing Company: New York, 1
980-81に記載されている。界面活性剤には、以下に限定されないが、ラウリル硫酸ジエタ
ノールアンモニウムなどのアルキル硫酸塩；ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムなど
のアルキルアリールスルホン酸塩；ノニルフェノール－Ｃ１８エトキシレートなどのアル
キルフェノール－アルキレンオキシド付加生成物；トリデシルアルコール－Ｃ１６エトキ
シレートなどのアルコール－アルキレンオキシド付加生成物；ステアリン酸ナトリウムな
どの石鹸；ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウムなどのアルキル－ナフタレン－スル
ホン酸塩；ジ（２－エチルヘキシル）スルホコハク酸ナトリウムなどのスルホコハク酸塩
のジアルキルエステル；オレイン酸ソルビトールなどのソルビトールエステル；塩化ラウ
リルトリメチルアンモニウムなどの四級アミン；ステアリン酸ポリエチレングリコールな
どの脂肪酸のポリエチレングリコールエステル；エチレンオキシドおよびプロピレンオキ
シドのブロックコポリマー；モノおよびジアルキルリン酸エステルの塩；ダイズ油、ナタ
ネ／キャノーラ油、オリーブ油、ヒマシ油、ヒマワリ種子油、ヤシ油、トウモロコシ油、
綿実油、アマニ油、パーム油、ラッカセイ油、ベニバナ油、ゴマ油、キリ油などの植物油
または種子油；ならびに上記の植物油のエステルが含まれ、またある種の実施形態では、
メチルエステルが含まれる。
【００４９】
　一部の実施形態では、植物油または種子油およびそれらのエステルなどのこれらの物質
は、農業用アジュバントとして、液体担体として、または界面活性剤として互換的に使用
することができる。
【００５０】
　本明細書で提供される組成物において使用するための他の例示的な添加物には、以下に
限定されないが、相溶化剤、消泡剤、金属イオン封鎖剤、中和剤および緩衝剤、腐食防止
剤、色素剤、付臭剤、展着剤、浸透助剤、固着剤、分散剤、増粘剤、凝固点降下剤、抗微
生物剤などが含まれる。該組成物は、他の適合性構成成分、例えば、他の除草剤、植物成
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長調節剤、殺真菌剤、殺虫剤などを含有してもよく、また、液体肥料と共に、または硝酸
アンモニウム、尿素などの固形の微粒子肥料の担体と共に製剤化することができる。
【００５１】
ＩＩＩ．使用方法
　２，４－Ｄ、グリホサートおよびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタにお
ける望ましくない植生を防除する方法であって、以下に限定されないが、茎葉、土壌、ま
たは水を含む、植生またはその生育場所に、相乗的な除草有効量の（ａ）２，４－Ｄコリ
ン、（ｂ）グリホサートの塩および（ｃ）グルホシネートの塩を含有する混合物を含有す
る組成物を接触させるステップを含む方法。ある種の実施形態では、該方法は本明細書に
記載されている組成物を使用する。
【００５２】
　別の実施形態では、非作物、多年生作物、果実作物、または大規模栽培作物区域におけ
る望ましくない植生を防除する方法であって、以下に限定されないが、茎葉、土壌、また
は水を含む、望ましくない植生またはその生育場所に、相乗的な除草有効量の（ａ）２，
４－Ｄコリン、（ｂ）グリホサートの塩および（ｂ）グルホシネートの塩を含有する混合
物を含有する組成物を接触させるステップを含む方法が本明細書に記載されている。ある
種の実施形態では、該方法は本明細書に記載されている組成物を使用する。
【００５３】
　農業上許容されるグリホサートの塩は、２，４－Ｄコリンおよびグルホシネートの塩と
組み合わせることで望ましくない植生を防除することが予想される。このような農業上許
容されるグリホサートの塩の例には、以下に限定されないが、グリホサートカリウム、グ
リホサートイソプロピルアミン（ＩＰＡ）塩、グリホサートモノエタノールアミン（ＭＥ
Ａ）塩、グリホサートモノメチルアミン（ＭＭＡ）塩、およびグリホサートジメチルアミ
ン（ＤＭＡ）塩が含まれる。
【００５４】
　農業上許容されるグルホシネートの塩は、２，４－Ｄコリンおよびグリホサートの塩と
組み合わせることで望ましくない植生を防除することが予想される。このような農業上許
容されるグルホシネートの塩の例には、グルホシネート－アンモニウムが含まれる。
【００５５】
　本明細書で提供される組成物および方法は、望ましくない植生を防除するために用いら
れる。望ましくない植生には、以下に限定されないが、２，４－Ｄ、グリホサートおよび
グルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタ；以下に限定されないが、牧草地、草地
、放牧地、休耕地、柵の周囲（fencerows）、駐車区域、タンク施設（tank farms）、貯
蔵区域、公道用地、公益事業区域（utility areas）、芝生、林業用地（forestry）、水
域（aquatics）、産業植生管理（ＩＶＭ）、および作付け前の休耕床を含む非作物区域；
施用によって、望ましくない植生は接触するが、以下に限定されないが、柑橘類、ブドウ
類、アーモンド、リンゴ、アンズ、アボカド、ビーチナッツ、ブラジルナッツ、バターナ
ット、カシュー、チェリー、クリ、チンカピングリ、野生リンゴ、デーツ、フィジョア、
イチジク、ハシバミ、ヒッコリーナッツ、キウイ、レモン、ライム、ビワ、マカダミアナ
ッツ、マンダリン、サンザシ、ネクタリン、オリーブ、オレンジ、モモ、セイヨウナシ、
ペカン、カキ、ピスタチオ、プラム、仁果類、ザクロ、プルーン、マルメロ、核果類、堅
果、およびクルミを含む果樹およびブドウ科の木などの作物の茎葉に接触しない多年生作
物；果実作物（例えば、ブルーベリー、グアバ、パパイア、イチゴ、タロイモ、ブラック
ベリー、およびラズベリー）、および大規模栽培作物（以下に限定されないが、コーヒー
、カカオ、ゴム、およびパーム油を含む）に発生する望ましくない植生が含まれる。
【００５６】
　本明細書で提供される組成物および方法は、望ましくない植生を防除するために用いら
れる。望ましくない植生には、以下に限定されないが、２，４－Ｄ、グリホサートおよび
グルホシネート耐性穀作物などの一年生作物（以下に限定されないが、イネ、コムギ、オ
オムギ、オートムギ、ライムギ、およびモロコシを含む）において発生する望ましくない
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植生が含まれる。
【００５７】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される方法は、条播作物、樹木およびブドウ作物
、多年生作物、および非作物にみられる望ましくない植生を防除するために用いられる。
ある種の実施形態では、望ましくない植生は、ノスズメノテッポウ（Alopecurus myosuro
ides Huds.）（ブラックグラス（blackgrass）、ＡＬＯＭＹ）、オオホナガアオゲイトウ
（Amaranthus palmeri S. Wats.）（パルマーアマランス（Palmer amaranth）、ＡＭＡＰ
Ａ）、カラスムギ（Avena fatua L.）（ワイルドオート（wild oat）、ＡＶＥＦＡ）、ス
リナムグラス（Brachiaria decumbens Stapf.またはUrochloa decumbens（Stapf）R.D. W
ebster）（スリナムグラス（Surinam grass）、ＢＲＡＤＣ）、パリセードグラス（Brach
iaria brizantha（Hochst. ex A. Rich.）Stapf.またはUrochloa brizantha（Hochst. ex
 A. Rich.）R.D.）（ベアードグラス（beard grass）、ＢＲＡＢＲ）、メリケンニクキビ
（Brachiaria platyphylla（Groseb.）NashまたはUrochloa platyphylla（Nash）R.D. We
bster）（ブロードリーフシグナルグラス（broadleaf signalgrass）、ＢＲＡＰＰ）、ブ
ラキアリア・プランタギネア（Brachiaria plantaginea（Link）Hitchc.）またはウロコ
ロア・プランタギネア（Urochloa plantaginea（Link）R.D. Webster）（アレキサンダー
グラス（alexandergrass）、ＢＲＡＰＬ）、シンクリノイガ（Cenchrus echinatus L.）
（サウザンサンドバール（southern sandbur）、ＣＥＮＥＣ）、ムレメヒシバ（Digitari
a horizontalis Willd.）（ジャマイカクラブグラス（Jamaican crabgrass）、ＤＩＧＨ
Ｏ）、ススキメヒシバ（Digitaria insularis（L.）Mez ex Ekman）（サワーグラス（sou
rgrass）、ＴＲＣＩＮ）、オニメヒシバ（Digitaria sanguinalis（L.）Scop.）（ラージ
クラブグラス（large crabgrass）、ＤＩＧＳＡ）、イヌビエ（Echinochloa crus-galli
（L.）P. Beauv.）（バーンヤードグラス（barnyardgrass）、ＥＣＨＣＧ）、コヒメビエ
（Echinochloa colonum（L.）Link）（ジャングルライス（junglerice）、ＥＣＨＣＯ）
、オヒシバ（Eleusine indica（L.）Gaertn.）（グースグラス（goosegrass）、ＥＬＥＩ
Ｎ）、ネズミムギ（Lolium multiflorum Lam.）（イタリアンライグラス（Italian ryegr
ass）、ＬＯＬＭＵ）、オオクサキビ（Panicum dichotomiflorum Michx.）（フォールパ
ニカム（fall panicum）、ＰＡＮＤＩ）、キビ（Panicum miliaceum L.）（ワイルドプロ
ソミレット（wild-proso millet）、ＰＡＮＭＩ）、アメリカツノクサネム（Sesbania ex
altata（Raf.）Cory/Rydb. Ex Hill）（ヘンプセスバニア（hemp sesbania）、ＳＥＢＥ
Ｘ）、アキノエノコログサ（Setaria faberi Herrm.）（ジャイアントフォックステイル
（giant foxtail）、ＳＥＴＦＡ）、エノコログサ（Setaria viridis（L.）Beauv.）（グ
リーンフォックステイル（green foxtail）、ＳＥＴＶＩ）、セイバンモロコシ（Sorghum
 halepense（L.）Pers.）（ジョンソングラス（Johnsongrass）、ＳＯＲＨＡ）、モロコ
シ（Sorghum bicolor（L.）Moench ssp.Arundinaceum）（シャッターケイン（shattercan
e）、ＳＯＲＶＵ）、キハマスゲ（Cyperus esculentus L.）（イエローナッツエッジ（ye
llow nutsedge）、ＣＹＰＥＳ）、ハマスゲ（Cyperus rotundus L.）（パープルナッツエ
ッジ（purple nutsedge）、ＣＹＰＲＯ）、イチビ（Abutilon theophrasti Medik.）（ベ
ルベットリーフ（velvetleaf）、ＡＢＵＴＨ）、ヒユ属種（Amaranthus species）（ピッ
グウィード（pigweed）およびアマランサス（amaranths）、ＡＭＡＳＳ）、ブタクサ（Am
brosia artemisiifolia L.）（コモンラグウィード（common ragweed）、ＡＭＢＥＬ）、
ブタクサモドキ（Ambrosia psilostachya DC.）（ウエスタンラグウィード（western rag
weed）、ＡＭＢＰＳ）、オオブタクサ（Ambrosia trifida L.）（ジャイアントラグウィ
ード（giant ragweed）、ＡＭＢＴＲ）、ニシキアオイ（Anoda cristata（L.）Schlecht.
）（スパードアノダ（spurred anoda）、ＡＮＶＣＲ）、オオトウワタ（Asclepias syria
ca L.）（コモンミルクウィード（common milkweed）、ＡＳＣＳＹ）、コセンダングサ（
Bidens pilosa L.）（ヘアリーベガーチックス（hairy beggarticks）、ＢＩＤＰＩ）、
ボレリア属種（Borreria species）（ＢＯＩＳＳ）、ヒロハフタバムグラ（Borreria ala
ta（Aubl.）DC.、Spermacoce alata Aubl.、またはSpermacoce latifolia）（ブロードリ
ーフボタンウィード（broadleaf buttonweed）、ＢＯＩＬＦ）、シロザ（Chenopodium al
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bum L.）（コモンラムズクォーターズ（common lambsquarters）、ＣＨＥＡＬ）、セイヨ
ウトゲアザミ（Cirsium arvense（L.）Scop.）（カナダシスル（Canada thistle）、ＣＩ
ＲＡＲ）、マルバツユクサ（Commelina benghalensis L.）（トロピカルスパイダーウォ
ート（tropical spiderwort）、ＣＯＭＢＥ）、ヨウシュチョウセンアサガオ（Datura st
ramonium L.）（ジムソンウィード（jimsonweed）、ＤＡＴＳＴ）、ノラニンジン（Daucu
s carota L.）（ワイルドキャロット（wild carrot）、ＤＡＵＣＡ）、ショウジョウソウ
モドキ（Euphorbia heterophylla L.）（ワイルドポインセチア（wild poinsettia）、Ｅ
ＰＨＨＬ）、シマニシキソウ（Euphorbia hirta L.またはChamaesyce hirta（L.）Millsp
.）（ガーデンスパージ（garden spurge）、ＥＰＨＨＩ）、コバノショウジョウソウ（Eu
phorbia dentata Michx.）（トゥースドスパージ（toothed spurge）、ＥＰＨＤＥ）、ア
レチノギク（Erigeron bonariensis L.またはConyza bonariensis（L.）Cronq.）（ヘア
リーフリーベイン（hairy fleabane）、ＥＲＩＢＯ）、ヒメムカシヨモギ（Erigeron can
adensis L.またはConyza canadensis（L.）Cronq.）（ホースウィード（horseweed）、Ｅ
ＲＩＣＡ）、オオアレチノギク（Conyza sumatrensis（Retz.）E. H. Walker）（トール
フリーベイン（tall fleabane）、ＥＲＩＦＬ）、ヒマワリ（Helianthus annuus L.）（
コモンサンフラワー（common sunflower）、ＨＥＬＡＮ）、オキナアサガオ（Jacquemont
ia tamnifolia（L.）Griseb.）（スモールフラワーモーニンググローリー（smallflower 
morningglory）、ＩＡＱＴＡ）、アメリカアサガオ（Ipomoea hederacea（L.）Jacq.）（
アイビーリーフモーニンググローリー（ivyleaf morningglory）、ＩＰＯＨＥ）、マメア
サガオ（Ipomoea lacunosa L.）（ホワイトモーニンググローリー（white morningglory
）、ＩＰＯＬＡ）、トゲチシャ（Lactuca serriola L./Torn.）（プリックリーレタス（p
rickly lettuce）、ＬＡＣＳＥ）、スベリヒユ（Portulaca oleracea L.）（コモンパー
スレイン（common purslane）、ＰＯＲＯＬ）、ハシカグサモドキ属種（Richardia speci
es）（プスレイ（pusley）、ＲＣＨＳＳ）、ノハラヒジキ（Salsola tragus L.）（ロシ
アンシスル（Russian thistle）、ＳＡＳＫＲ）、シダ属種（Sida species）（シダ（sid
a）、ＳＩＤＳＳ）、アメリカキンゴジカ（Sida spinosa L.）（プリックリーシダ（pric
kly sida）、ＳＩＤＳＰ）、ノハラガラシ（Sinapis arvensis L.）（ワイルドマスター
ド（wild mustard）、ＳＩＮＡＲ）、アメリカイヌホオズキ（Solanum ptychanthum Duna
l）（イースタンブラックナイトシェード（eastern black nightshade）、ＳＯＬＰＴ）
、コトブキギク（Tridax procumbens L.）（コートバトンズ（coat buttons）、ＴＲＱＰ
Ｒ）、またはオナモミ（Xanthium strumarium L.）（コモンコックルバー（common cockl
ebur）、ＸＡＮＳＴ）である。
【００５８】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される方法は、放牧および牧草の望ましくない植
生を防除するために用いられる。ある種の実施形態では、望ましくない植生は、オオホナ
ガアオゲイトウ（Amaranthus palmeri S. Wats.）（パルマーアマランス（Palmer amaran
th）、ＡＭＡＰＡ）、ブタクサ（Ambrosia artemisiifolia L.）（コモンラグウィード（
common ragweed）、ＡＭＢＥＬ）、オオブタクサ（Ambrosia trifida L.）（ジャイアン
トラグウィード（giant ragweed）、ＡＭＢＴＲ）、エビスグサ（Cassia obtusifolia）
（シックルポッド（sickle pod）、ＣＡＳＯＢ）、センタウレア・マクロサ（Centaurea 
maculosa auct. non Lam.）（スポッティッドナップウィード（spotted knapweed）、Ｃ
ＥＮＭＡ）、セイヨウトゲアザミ（Cirsium arvense（L.）Scop.）（カナダシスル（Cana
da thistle）、ＣＩＲＡＲ）、セイヨウヒルガオ（Convolvulus arvensis L.）（フィー
ルドバインドウィード（field bindweed）、ＣＯＮＡＲ）、ヒメムカシヨモギ（Conyza c
anadensis（L.）Cronq.）（ホースウィード（horseweed）、ＥＲＩＣＡ）、セイヨウハギ
クソウ（Euphorbia esula L.）（リーフィースパージ（leafy spurge）、ＥＰＨＥＳ）、
トゲチシャ（Lactuca serriola L./Torn.）（プリックリーレタス（prickly lettuce）、
ＬＡＣＳＥ）、へラオオバコ（Plantago lanceolata L.）（バックホーンプランテーン（
buckhorn plantain）、ＰＬＡＬＡ）、エゾノギシギシ（Rumex obtusifolius L.）（ブロ
ードリーフドック（broadleaf dock）、ＲＵＭＯＢ）、ノハラヒジキ（Salsola tragus L
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.）（ロシアンシスル（Russian thistle）、ＳＡＳＫＲ）、アメリカツノクサネム（Sesb
ania exaltata（Raf.）Cory/Rydb. Ex Hill）（ヘンプセスバニア（hemp sesbania）、Ｓ
ＥＢＥＸ）、アメリカキンゴジカ（Sida spinosa L.）（プリックリーシダ（prickly sid
a）、ＳＩＤＳＰ）、ノハラガラシ（Sinapis arvensis L.）（ワイルドマスタード（wild
 mustard）、ＳＩＮＡＲ）、タイワンハチジョウナ（Sonchus arvensis L.）（ペレニア
ルソウシスル（perennial sowthistle）、ＳＯＮＡＲ）、アオノキリンソウ属種（Solida
go species）（ゴールデンロッド（goldenrod）、ＳＯＯＳＳ）、セイヨウタンポポ（Tar
axacum officinale G.H. Weber ex Wiggers）（ダンデライオン（dandelion）、ＴＡＲＯ
Ｆ）、シロツメクサ（Trifolium repens L.）（ホワイトクローバー（white clover）、
ＴＲＦＲＥ）、またはセイヨウイラクサ（Urtica dioica L.）（コモンネトル（common n
ettle）、ＵＲＴＤＩ）である。
【００５９】
　一部の実施形態では、２，４－Ｄコリン＋グリホサートの塩とグルホシネートの塩を組
み合わせて使用することによって、オオホナガアオゲイトウ（Amaranthus palmeri S. Wa
ts.）（パルマーアマランス（Palmer amaranth）、ＡＭＡＰＡ）、オオブタクサ（Ambros
ia trifida L.）（ジャイアントラグウィード（giant ragweed）、ＡＭＢＴＲ）、ヒメム
カシヨモギ（Conyza canadensis（L.）Cronq.）（ホースウィード（horseweed）、ＥＲＩ
ＣＡ）およびノハラヒジキ（Salsola tragus L.）（ロシアンシスル（Russian thistle）
、ＳＡＳＫＲ）を相乗的に防除する。
【００６０】
　２，４－Ｄコリン、グリホサートの塩およびグルホシネートの塩は、除草剤抵抗性また
は耐性雑草を防除するために使用してもよい。２，４－Ｄコリン、グリホサートの塩およ
びグルホシネートの塩の組合せおよび本明細書に記載されている組成物を用いた方法も、
除草剤抵抗性または耐性雑草を防除するために使用してもよい。例示的な抵抗性または耐
性雑草には、以下に限定されないが、アセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）またはアセトヒド
ロキシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）阻害剤（例えば、イミダゾリノン系、スルホニルウレア
系、ピリミジニルチオベンゾエート系、ジメトキシ－ピリミジン系、トリアゾロピリミジ
ンスルホンアミド系、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン系）、光化学系ＩＩ阻
害剤（例えば、フェニルカーバメート系、ピリダジノン系、トリアジン系、トリアジノン
系、ウラシル系、アミド系、ウレア系、ベンゾチアジアジノン系、ニトリル系、フェニル
ピリダジン系）、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣアーゼ）阻害剤（例えば、ア
リールオキシフェノキシ－プロピオン酸系、シクロヘキサンジオン系、フェニルピラゾリ
ン系）、合成オーキシン（例えば、安息香酸系、フェノキシカルボン酸系、ピリジンカル
ボン酸系、キノリンカルボン酸系）、オーキシン輸送阻害剤（例えば、フタラメート系、
セミカルバゾン系）、光化学系Ｉ阻害剤（例えば、ビピリジリウム系）、５－エノールピ
ルビルシキメート－３－ホスフェート（ＥＰＳＰ）シンターゼ阻害剤（例えば、グリホサ
ート）、グルタミンシンテターゼ阻害剤（例えば、グルホシネート、ビアラホス）、微小
管集合阻害剤（例えば、ベンズアミド系、安息香酸系、ジニトロアニリン系、ホスホルア
ミデート系、ピリジン系）、有糸分裂阻害剤（例えば、カルバメート系）、超長鎖脂肪酸
（ＶＬＣＦＡ）阻害剤（例えば、アセトアミド系、クロロアセトアミド系、オキシアセト
アミド系、テトラゾリノン系）、脂肪酸および脂質合成阻害剤（例えば、ホスホロジチオ
エート系、チオカルバメート系、ベンゾフラン系、クロロ炭酸系）、プロトポルフィリノ
ーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤（例えば、ジフェニルエーテル系、Ｎ－フェニルフ
タルイミド系、オキサジアゾール系、オキサゾリジンジオン系、フェニルピラゾール系、
ピリミジンジオン系、チアジアゾール系、トリアゾリノン系）、カロテノイド生合成阻害
剤（例えば、クロマゾン、アミトロール、アクロニフェン）、フィトエンデサチュラーゼ
（ＰＤＳ）阻害剤（例えば、アミド系、アニリデクス、フラノン系、フェノキシブタン－
アミド系、ピリジアジノン系、ピリジン系）、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸－ジ
オキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）阻害剤（例えば、カリステモン系、イソオキサゾール系、ピ
ラゾール系、トリケトン系）、セルロース生合成阻害剤（例えば、ニトリル系、ベンズア
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ミド系、キンクロラック、トリアゾロカルボキサミド系）、キンクロラックなどの複数の
作用機序を有する除草剤、ならびにアリールアミノプロピオン酸類、ジフェンゾコート、
エンドタール、および有機ヒ素化合物などの未分類の除草剤に対する抵抗性または耐性の
あるバイオタイプが含まれる。例示的な抵抗性または耐性雑草には、以下に限定されない
が、１種または複数の除草剤に対する抵抗性または耐性を有するバイオタイプ、１種また
は複数の官能基群に対する抵抗性または耐性を有するバイオタイプ、１種または複数の除
草性作用機序に対する抵抗性または耐性を有するバイオタイプ、および１種または複数の
抵抗性または耐性メカニズム（例えば、標的部位抵抗性または代謝抵抗性）を有するバイ
オタイプが含まれる。
【００６１】
　本明細書に記載されている組成物および方法は、例えば、グリホサート、５－エノール
ピルビルシキメート－３－ホスフェート（ＥＰＳＰ）シンターゼ阻害剤、グルタミンシン
ターゼ阻害剤、ジカンバ、フェノキシオーキシン、ピリジルオキシオーキシン、合成オー
キシン、オーキシン輸送阻害剤、アリールオキシフェノキシプロピオン酸系、シクロヘキ
サンジオン系、フェニルピラゾリン系、ＡＣＣアーゼ阻害剤、イミダゾリノン系、スルホ
ニルウレア系、ピリミジニルチオベンゾエート系、ジメトキシ－ピリミジン系、トリアゾ
ロピリミジンスルホンアミド系、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン系、ＡＬＳ
もしくはアセトヒドロキシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）阻害剤、ＨＰＰＤ阻害剤、ＰＤＳ阻
害剤、カロテノイド生合成阻害剤、ＰＰＯ阻害剤、セルロース生合成阻害剤、有糸分裂阻
害剤、微小管阻害剤、超長鎖脂肪酸阻害剤、脂肪酸および脂質生合成阻害剤、光化学系Ｉ
阻害剤、光化学系ＩＩ阻害剤、トリアジン、ならびにブロモキシニルと併用して、作物に
おけるさらにジカンバ耐性（例えば、ＤＭＯ）、ピリジルオキシオーキシン耐性（例えば
、ａａｄ－１２、ａａｄ－１３）、オーキシン耐性、オーキシン輸送阻害剤耐性、アセチ
ルＣｏＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣアーゼ）阻害剤－除草剤耐性［例えば、アリールオキ
シフェノキシプロピオン酸、シクロヘキサンジオン、およびフェニルピラゾリンの化学品
（例えば、様々なＡＣＣアーゼ遺伝子およびａａｄ－１遺伝子）］、アセト乳酸シンター
ゼ（ＡＬＳ）阻害性除草剤耐性（例えば、イミダゾリノン、スルホニルウレア、トリアゾ
ロピリミジンスルホンアミド、ピリミジニルチオベンゾエート、および他の化学品＝ＡＨ
ＡＳ、Ｃｓｒ１、ＳｕｒＡ）、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸ジオキシゲナーゼ（
ＨＰＰＤ）阻害剤耐性、フィトエンデサチュラーゼ（ＰＤＳ）阻害剤耐性（例えば、ｐｄ
ｓ、ＣＹＰ１Ａ１、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹＰ２Ｃ１９）、カロテノイド生合成阻害剤耐性、
プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤耐性、セルロース生合成阻害剤
耐性（例えば、ｉｘｒ２－１、ＣＹＰ１Ａ１）、有糸分裂阻害剤耐性、微小管阻害剤耐性
、超長鎖脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）阻害剤耐性（例えば、ＣＹＰ１Ａ１、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹ
Ｐ２Ｃ１９）、脂肪酸および脂質生合成阻害剤耐性（例えば、ＣＹＰ１Ａ１）、光化学系
Ｉ阻害剤耐性（例えば、ＳＯＤ）、光化学系ＩＩ阻害剤（トリアジン、ニトリル、および
フェニルウレアの化学品）耐性（例えば、ｐｓｂＡ、ＣＹＰ１Ａ１、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹ
Ｐ２Ｃ１９、およびＢｘｎ）をもたらす形質と組み合わせてもよい、グリホサート、２，
４－Ｄおよびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタ（以下に限定されないが、
ダイズ、コーン、ワタ、キャノーラ／アブラナ、イネ、穀物、モロコシ、ヒマワリ、テン
サイ、サトウキビ、および芝生など）において、望ましくない植生を防除するために使用
される。組成物および方法は、複数の作用機序を有する１種または複数の化学物質および
／または阻害剤に対する耐性を付与する１種および複数または多重の形質を有するダイズ
、コーン、またはワタにおいて、望ましくない植生を防除するために使用してもよい。
【００６２】
　記載されている実施形態および以下の実施例は、例示を目的とするものであり、特許請
求の範囲を限定することを意図するものではない。本明細書に記載されている組成物に関
する他の修正、使用、または組合せは、特許請求されている主題の趣旨および範囲から逸
脱することなく、当業者に明らかになろう。
【実施例】
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【００６３】
   [実施例１]
　圃場条件下における混合物の除草活性の評価
方法
　圃場試験は、以下に限定されないが、アーカンソー、アイオワ、イリノイ、インディア
ナ、カンザス、ミネソタ、ミシシッピ、ミズーリ、ニューヨーク、テネシーおよびウィス
コンシンを含む米国の複数の州で、農業圃場条件下において実施された。試験は、処理区
画毎に３～４回の反復試験を行い、試験区の大きさを幅５～１０フィート（ｆｔ）、長さ
１２～３０ｆｔの範囲で変更する、ＲＣＢ（完全乱塊）法として確立した。噴霧ガスとし
て圧縮した二酸化炭素（ＣＯ２）を用いた小区画用背負式噴霧器によって、処理を施した
。通常、１エーカーあたり１５ガロン（ＧＰＡ）で水希釈液を散布するフラットファン型
のノズルチップを用い、圧力を１平方インチあたり１７～５２ポンド（ｐｓｉ）の範囲で
変更した。ブームのサイズを、幅５～１１ｆｔの範囲で変更した。ダイズ、ワタ、コーン
、または休耕中の農耕地に処理を施した。雑草の大きさは異なるが、すべての処理は、発
生後の処理として、２葉から２次分げつの成長段階で、高さ３～１７インチの雑草に施さ
れた。雑草スペクトルには、以下に限定されないが、オオホナガアオゲイトウ（Amaranth
us palmeri S. Wats.）（パルマーアマランス（Palmer amaranth）、ＡＭＡＰＡ）、オオ
ブタクサ（Ambrosia trifida L.）（ジャイアントラグウィード（giant ragweed）、ＡＭ
ＢＴＲ）、ヒメムカシヨモギ（Conyza canadensis（L.）Cronq.）（ホースウィード（hor
seweed）、ＥＲＩＣＡ）、およびノハラヒジキ（Salsola tragus L.）（ロシアンシスル
（Russian thistle）、ＳＡＳＫＲ）が含まれた。
【００６４】
　上記のとおり、各除草剤に対する耐性を付与する遺伝子を含む、グリホサート、２，４
－Ｄ、およびグルホシネート耐性ダイズ、コーン、またはワタを、１～３種の除草剤耐性
イベントを有する育種スタックまたは３種すべての除草剤耐性形質を１つのイベントに変
換した分子スタックのいずれかとして、すべての試験に用いた。
【００６５】
評価
　グルホシネート－アンモニウムの市販製品（Ｉｇｎｉｔｅ（登録商標）２８０ＳＬ（水
溶性濃縮物））、１リットルあたり酸当量２５６グラム（ｇａｅ／Ｌ）含有）を、すべて
の試験で用い、単独または硫酸アンモニウム溶液とのタンク混合物（２．５％体積／体積
（ｖｏｌ／ｖｏｌ））のいずれかにて施用した。２，４－Ｄコリン塩＋グリホサート前混
合物製剤は、１９５ｇａｅ／Ｌの２，４－Ｄコリン塩および２０５ｇａｅ／Ｌのグリホサ
ート－ジメチルアンモニウム（ＤＭＡ）塩を含有する、４００ｇａｅ／Ｌ　ＳＬであった
。硫酸アンモニウムをグルホシネート－アンモニウムと混合した場合、さらに硫酸アンモ
ニウムを２，４－Ｄコリン塩＋グリホサート－ジメチルアンモニウム＋グルホシネート混
合物と混合した。施用区画単位（ヘクタール）に基づいて表示されるとおりの望ましい割
合を得るため、すべての被験物質を適切な製剤割合で水と混合した。処理の評価は、施用
後日数（ＤＡＡ）１～２８日に未処理の対照植物と比較して行われた。試験現場は、自然
発生した雑草群を有する。処理済みの試験区および対照の試験区は、施用後様々な間隔で
、盲検的に評価された。評価は、目視による百分率（％）で行われ、０は、雑草防除また
は薬害によって示される外観的影響がないことに相当し、１００は、標的雑草の完全な死
滅または完全な薬害に相当する。
【００６６】
　データは、すべての試験から収集され、様々な統計学的手法を用いて分析された。
【００６７】
　混合物から予想される除草効果を、コルビーの式を用いて決定した（Colby, S. R.  Ca
lculation of the synergistic and antagonistic response of herbicide combinations
.  Weeds 1967, 15, 20-22）。反復データを用いたコルビー予測値と観察した組合せとの
ｔ検定（アルファ＝０．０５）を、相乗効果または拮抗作用を示唆する有意差を判定する
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【００６８】
　３種の活性成分である、Ａ、ＢおよびＣを含有する混合物の予想される活性を計算する
ため、下記の式を使用した：
予想値＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ－（ＡＢ＋ＡＣ＋ＢＣ）／１００＋（ＡＢＣ）／１０，０００
　Ａ＝混合物において使用された濃度と同じ濃度における活性成分Ａの観測された効力；
　Ｂ＝混合物において使用された濃度と同じ濃度における活性成分Ｂの観測された効力；
　Ｃ＝混合物において使用された濃度と同じ濃度における活性成分Ｃの観測された効力。
【００６９】
　しかし、本明細書に記載されている試験は、活性成分ＡおよびＢを組み合わせ、その組
合せの効力のみを決定するものとして実施された。したがって、コルビーの式を
予測値＝Ｚ＋Ｃ－（ＺＣ／１００）
に簡略化し、
　Ｚ＝混合物において使用された濃度と同じ濃度における活性成分Ａ（２，４－Ｄコリン
）と活性成分Ｂ（グリホサート－ＤＭＡ）の組合せで観測された効力；
　Ｃ＝混合物において使用された濃度と同じ濃度における活性成分Ｃ（グルホシネート－
アンモニウム）の観測された効力とする。
【００７０】
　結果は表１～７に要約する。
【００７１】
【表１】

【００７２】
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【表２－１】

【００７３】
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【表２－２】

【００７４】



(25) JP 2019-178149 A 2019.10.17

10

20

30

40

【表３】

【００７５】
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【表４】

【００７６】
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【００７７】
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【表６】

【００７８】
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【表７】

以下の略記は上記の表中で使用されている：
２，４－Ｄコリン＝２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン塩または２－ヒドロキシ－
Ｎ、Ｎ、Ｎ－トリメチルエタンアミニウム２－（２，４－ジクロロフェノキシ）アセテー
ト
グリホサート－ＤＭＡ＝グリホサート－ジメチルアンモニウム、Ｎ－（ホスホノメチル）
グリシンのジメチルアミン塩、またはジメチルアンモニウムヒドロゲン（（（カルボキシ
メチル）アミノ）メチル）－ホスホネート
グルホシネート－アンモニウム＝２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）ブ
タン酸のアンモニウム塩またはアンモニウム（３－アミノ－３－カルボキシプロピル）（
メチル）ホスフィネート
ＡＭＡＰＡ＝オオホナガアオゲイトウ（Amaranthus palmeri S. Wats.）（パルマーアマ
ランス（Palmer amaranth））
ＡＭＢＴＲ＝オオブタクサ（Ambrosia trifida L.）（ジャイアントラグウィード（giant
 ragweed））
ＥＲＩＣＡ＝ヒメムカシヨモギ（Conyza canadensis（L.）Cronq.）（ホースウィード（h
orseweed））
ＧＬＸＭＡ＝ダイズ（Glycine max L.）（ソイビーン（soybean））
ＳＡＳＫＲ＝ノハラヒジキ（Salsola tragus L.）（ロシアンシスル（Russian thistle）
）
ｇａｅ／ｈａ＝１ヘクタールあたり酸当量
ＤＡＡ＝施用後日数
【００７９】
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　添付した特許請求の範囲の組成物および方法は、本特許請求の範囲のいくつかの態様を
例示することを目的とした、本明細書に記載されている具体的な組成物および方法の範囲
内に限定されるものではなく、機能的に同等の任意の組成物および方法は、本特許請求の
範囲内に含まれるものとする。本明細書に提示および記載されているものに加えて、該組
成物および方法に対する様々な修正は、添付した特許請求の範囲内に含まれるものとする
。さらに、本明細書に開示されている特定の代表的な組成物原料および方法ステップのみ
が具体的に記載されているが、具体的な記載がなくとも、該組成物原料および方法ステッ
プの他の組合せも、添付した特許請求の範囲内に含まれるものとする。このため、ステッ
プ、要素、構成成分、または構成要素の組合せは、本明細書に明記されている場合もある
；しかし、ステップ、要素、構成成分、および構成要素の他の組合せは、明記されていな
くとも、含まれている。「comprising」という用語およびその変形は、本明細書で用いる
場合、「including」という用語およびその変形と同じ意味で使用されており、限定的で
はない用語である。「comprising」および「including」という用語は、本明細書におい
て様々な実施形態を記載するために使用されているが、「consisting essentially of」
および「consisting of」という用語は、本発明のより具体的な実施形態を提供するため
、「comprising」および「including」の代わりに使用することができ、また開示されて
いる。
【手続補正書】
【提出日】令和1年6月28日(2019.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　望ましくない植生を防除するための組成物であって、相乗的な除草有効量の
（ａ）２，４－ジクロロフェノキシ酢酸のコリン塩（２，４－Ｄコリン）

【化１】

（ｂ）Ｎ－（ホスホノメチル）グリシン（グリホサート）の塩
【化２】

および
（ｃ）２－アミノ－４－（ヒドロキシメチルホスフィニル）ブタン酸のアンモニウム塩（
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グルホシネートアンモニウム）
【化３】

を含む混合物を含み、（ａ）＋（ｂ）：（ｃ）の重量比が、１.５：１から８：１である
、組成物。
【請求項２】
　前記グリホサートの塩が、カリウム塩、イソプロピルアンモニウム（ＩＰＡ）塩、モノ
エタノールアンモニウム（ＭＥＡ）塩、モノメチルアンモニウム（ＭＭＡ）塩、およびジ
メチルアンモニウム（ＤＭＡ）塩、ならびにそれらの組合せからなる群から選択される、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重量比が、（ａ）１～４：（ｂ）１～４：（ｃ）１、または
１：１：１から４：４：１である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　除草有効量の追加の除草剤をさらに含む、請求項１から３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　望ましくない植生を防除する方法であって、望ましくない植生またはその生育場所、あ
るいは茎葉、水、または土壌に、請求項１から４に記載のいずれかの組成物を接触させる
ステップを含む、方法。
【請求項６】
　前記グリホサートの塩が、ジメチルアンモニウム（ＤＭＡ）塩である、請求項５に記載
の方法。
【請求項７】
　（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の重量比が、（ａ）約１～４：（ｂ）約１～４：（ｃ）約１～
４、または約１：１：１～約４：４：１である、請求項５または６に記載の方法。
【請求項８】
　（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、同時に施用される、請求項５から７のいずれ
かに記載の方法。
【請求項９】
　（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、逐次的に施用される、請求項５から７のいず
れかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記望ましくない植生が、除草剤抵抗性または耐性雑草を含む、請求項５から９のいず
れかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記抵抗性または耐性雑草が、アセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）もしくはアセトヒドロ
キシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）阻害剤、光化学系ＩＩ阻害剤、アセチルＣｏＡカルボキシ
ラーゼ（ＡＣＣアーゼ）阻害剤、光化学系Ｉ阻害剤、５－エノールピルビル－シキメート
－３－ホスフェート（ＥＰＳＰ）シンターゼ阻害剤、微小管集合阻害剤、脂質合成阻害剤
、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤、カロテノイド生合成阻害剤
、超長鎖脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）阻害剤、フィトエンデサチュラーゼ（ＰＤＳ）阻害剤、グ
ルタミンシンテターゼ阻害剤、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸－ジオキシゲナーゼ
（ＨＰＰＤ）阻害剤、有糸分裂阻害剤、セルロース生合成阻害剤、複数の作用機序を有す
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る除草剤、キンクロラック、アリールアミノプロピオン酸類、ジフェンゾコート、エンド
タール、または有機ヒ素化合物に対する抵抗性または耐性を有するバイオタイプである、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記望ましくない植生は、非作物、多年生作物、果実作物、または大規模栽培作物区域
において防除され、非作物、多年生作物、果実作物、または大規模栽培作物区域における
前記望ましくない植生またはその生育場所、あるいは水、または土壌に接触させるステッ
プを含む、請求項５から１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記望ましくない植生が、多年生作物区域にあり、前記望ましくない植生に接触させる
際、前記多年生作物の茎葉に接触させない、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記果樹およびブドウ科の木が、柑橘類、ブドウ類、アーモンド、リンゴ、アンズ、ア
ボカド、ビーチナッツ、ブラジルナッツ、バターナット、カシュー、チェリー、クリ、チ
ンカピングリ、野生リンゴ、デーツ、フィジョア、イチジク、ハシバミ、ヒッコリーナッ
ツ、キウイ、レモン、ライム、ビワ、マカダミアナッツ、マンダリン、サンザシ、オレン
ジ、ネクタリン、オリーブ、モモ、セイヨウナシ、ペカン、カキ、ピスタチオ、プラム、
ザクロ、プルーン、マルメロ、木堅果、およびクルミから選択される、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記望ましくない植生が、果実作物区域にあり、前記望ましくない植生に接触させる際
、前記果実作物の茎葉に接触させない、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　果実作物が、ブルーベリー、グアバ、パパイア、イチゴ、タロイモ、ブラックベリー、
およびラズベリーから選択される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記望ましくない植生が、大規模栽培作物区域にあり、前記望ましくない植生に接触さ
せる際、前記大規模栽培作物の茎葉に接触させない、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　大規模栽培作物が、コーヒー、カカオ、ゴム、およびパーム油から選択される、請求項
１７に記載の方法。
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